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講演題目 

「転倒のコンピテンス測定ツール『Stromqvist Baathe Falling Competence Test』（SBFC-Test）の

3 か国語への翻訳とその妥当性の検証 

研究の目的、成果及び今後の展望 

概要：高齢者の転倒は、健康長寿（Healthy Ageing）と自立した生活の継続を脅かす世界

的な公衆衛生課題である。近年では、転倒予防に加え、転倒時の外傷軽減（injury mitig

ation）や安全な転び方（safe falling）への関心が高まっている。こうした背景のもと、

柔道の受身技術を応用した転倒予防・外傷軽減プログラムが世界各地で開発されている

が、その有効性を評価するための標準化された測定方法は十分に確立されておらず、介入

効果に関するエビデンスも限定的である。 

本研究は、転倒予防プログラム等の介入効果を評価するための転倒コンピテンス測定ツー

ルである Stromqvist Baathe Falling Competence Test（SBFC-Test）の英語版、スペイ

ン語版および日本語版を作成するとともに、その信頼性および妥当性を検証することを目

的としている。本研究により、国際的に共通して利用可能な評価指標の整備が進むことで、

柔道の受身技術を活用した介入プログラムの効果検証が促進されることが期待される。ま

た、多言語版尺度の整備は国際比較研究を可能にし、高齢者の転倒予防および外傷軽減に

関するエビデンスの蓄積に貢献するものと考えられる。 

令和8年度は、スウェーデン、スペイン、オーストラリアおよび日本の研究者による国際共

同研究として、SBFC-Testのスウェーデン語版を基盤に各言語版の作成を行った。日本語

版については、研究者3名が独立して翻訳を行い、逆翻訳および開発者を含む研究チームに

よる検討を経て、原版との言語的・概念的等価性を確認した。 

SBFC-Testの信頼性および妥当性の検証については、英語版を用いてオーストラリアの研

究グループが実施した。一方、日本語版については転倒予防プログラムの評価ツールとし

て活用しているものの、研究実施体制の整備に時間を要したため、令和7年度中の検証研究

の完了には至らなかった。しかしながら、日本語版の作成により今後の信頼性・妥当性検

証研究を実施する基盤が整備され、多施設共同研究への発展が期待される。 

さらに、本研究は高齢者の「転倒コンピテンス（Falling Competence）」という新たな概

念の測定に寄与するものであり、転倒予防研究の発展に重要な役割を果たすことが期待さ

れる。今後も国際共同研究を継続し、日本語版の検証を進めるとともに、学会発表および

学術論文を通じて成果を公表する予定である。 

 


